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1.状況シナリオ創出型訓練の実施方法(前回からのつづき) 

前回は,「状況シナリオ創出型訓練」の実施方法について,その前半部分(下表の 2(4)②まで)を

紹介しました。今回は,後半部分(下表の網かけ部分)を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

地域防災実戦ノウハウ(34) 

Blog 防災・危機管理トレーニング 

日 野 宗 門 主 宰

連 載 

講 座 
―実践的な防災訓練を目指して 

             (その 11)― 
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(5)検討会用資料の作成(午前 9時 45 分～午前 10 時 00 分) 

回収した「対応記入票」をたばねて A3(又は B4)の紙に貼付し,一覧できるようにします(下図

参照)。検討会で目を通していただくため,A3 で 4～5 枚程度に納めるのが理想的です。参加者が

多い場合は,適当な対応記入票を抽出し作成します。 

なお,参加者の所属が種々(○○課職員,△△課職員,消防本部職員など)の場合,所属ごとに対

応記入票を束ね,紙に貼付します。束ねた資料の 1 頁目には,所属単位名(課名等)を明記します。 

 

 

 

(6)検討会(10 時 00 分) 

①グループ分け 

参加者の所属が種々の場合,検討会を開始する前にそれぞれの所属ごとにグループ分けを

行っておきます。 

②検討会用資料の配布 

(5)で作成した資料を参加者に配布します。 

③検討会の進行 

検討会を以下のように進行します。 
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(7)訓練終了(閉会)(12 時 00 分) 

以上を持ちまして,本日の訓練は終了となります。 

皆さん,ご協力ありがとうございました。 

 

 

2.ビジョン型訓練の実施方法 

ビジョン型訓練についても,基本的には 1 で述べた状況シナリオ創出型訓練と同じ要領で準備

し,実施します。 

状況シナリオ型訓練との主な相違は,(1),(2)に示す 2点です。 

 

(1)対応記入票は,下記のビジョン型を使用します 

具体的には,状況シナリオ創出型で,「周囲の状況予測」となっていたところが,「ビジョン」に

なります。それに伴い,注 1～注 3の記述も変わります。 

 

(2)訓練の進め方に関する説明の一部が下線のように変更されます 

1.みなさんおはようございます。(以下,略) 

2.まず,お手元に配布されている資料をご覧ください。(以下,略) 

3.訓練開始時刻(午前 8時 45 分)になりましたら,進行管理者からみなさん方 

に,本訓練で対象とする地震の発生時期,規模等をお示しします。 
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